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第24回通常総代会を開催しました

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

多
く
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
し
た
が
、

幸
い
な
こ
と
に
当
地
域
に
お
い
て
は
穏
や
か
な
１
年

と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
夏
場
に
は
記
録
的
な
高
温

が
続
き
降
雨
も
少
な
く
、
熱
中
症
対
策
な
ど
労
働
環

境
改
善
に
取
組
ん
だ
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

事
業
活
動
で
は
３
月
に
は
降
雪
が
多
く
あ
り
受
託

利
用
事
業
収
入（
除
雪
）が
前
年
対
比
２
０
４
％
の
増

収
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
森
林
整
備
へ
の
移

行
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
る
こ
と

が
で
き
、そ
の
後
も
順
調
に
事
業
が
推
移
し
ま
し
た
。

夏
季
事
業
で
は
11
月
末
の
事
業
利
益
が
二
、
四
七
八

万
円
と
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
良
好
な
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
各
市
町
村
に
お
い
て
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
林
地
台
帳
整
備
事
業
（
森
林
境
界
明
確
化
）

に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
の
事
前
調
査
（
次
年
度
に
立

会
・
測
量
）を
三
七
九
ha
、
立
会
・
測
量
三
六
五
ha
、

飯
山
市
に
お
い
て
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
活

用
し
た「
ス
マ
ー
ト
境
界
確
認
」と
し
て
七
一
ha
を
実

施
し
ま
し
た
。
年
度
末
ま
で
の
境
界
明
確
化
面
積
の

累
計
は
七
、
八
〇
〇
ha
と
な
っ
て
い
ま
す
。

好
調
だ
っ
た
夏
季
事
業
に
続
き
、
冬
季
事
業
に
お

い
て
も
12
月
の
受
託
利
用
事
業
収
入
が
前
年
対
比

３
９
７
％
と
な
り
、
１
月
の
降
雪
は
減
少
し
ま
し
た

が
２
月
は
寒
気
の
影
響
で
降
雪
が
続
い
た
こ
と
か

ら
、
受
託
利
用
事
業
の
収
入
合
計
は
前
シ
ー
ズ
ン
の

令
和
７
年
４
月
26
日（
土
）に
中
野
市
民
会
館
ソ

ソ
ラ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
24
回
通
常
総
代
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

総
代
総
数
200
名
の
う
ち
本
人
出
席
77
名
、
書
面

出
席
110
名
、
合
計
187
名
の
出
席
で
、
総
代
会
議
長

に
中
野
地
区
選
出
総
代
の
上
原
正
博
様
を
選
出
し

て
議
事
が
行
わ
れ
、
上
程
さ
れ
た
10
議
案
全
て
原

案
ど
お
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
当
組
合
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
組
合
員

を
対
象
に
、
素
材
生
産
第
一
位
出
荷
者
と
し
て
団
体

の
部
で
山
ノ
内
町
夜
間
瀬
本
郷
区
様
、
個
人
の
部

で
長
野
市
の
月
岡
雄
樹
様
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
22
名
の
来
賓
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
６
名
の

方
々
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山﨑代表理事組合長あいさつ
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３
月
と
合
わ
せ
て
一
五
、
四
七
〇
万
円
と
、
前
年
比
２
１
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
実
績
で
は
、
業
務
処
理
の
都
合
で
受
託
林
産
取
扱
量
は
五
三
二
㎥
で
前
年
対
比

５
％
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
買
取
林
産
取
扱
量
は
一
〇
、
六
一
四
㎥
と
増
加
し
、
国

有
林
生
産
請
負
な
ど
を
加
え
た
素
材
生
産
実
績
は
一
七
、
〇
〇
五
㎥
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
収
益
は
、
販
売
部
門
で
は
生
産
材
を
買
取
り
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と
な
ど
か
ら

一
一
、
九
八
〇
万
円
（
前
年
対
比
２
５
２
％
）
森
林
整
備
部
門
の
森
林
整
備
で
国
有
林

事
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
一
四
、
一
〇
九
万
円
（
前
年
対
比
１
１
６
％
）
と
な
り
そ
れ

ぞ
れ
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。
森
林
整
備
部
門
の
利
用
で
は
、
特
殊
伐
採
な
ど
利
用
事

業
収
入
が
八
、
五
五
二
万
円
（
前
年
対
比
１
４
７
％
）
受
託
利
用
事
業
収
入
（
除
雪
）

が
一
五
、
四
七
一
万
円
（
前
年
対
比
２
１
５
％
）
利
用
全
体
で
は
前
年
対
比
１
４
７
％

の
三
一
、
七
一
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
の
損
益
で
は
、
収
益
合
計
五
九
、
一
七

七
万
円
（
前
年
対
比
１
４
７
％
）
に
対
し
て
費
用
合
計
四
〇
、
六
七
四
万
円
（
前
年
対

比
１
４
５
％
）
事
業
総
利
益
は
一
八
、
五
〇
三
万
円
（
前
年
対
比
１
５
２
％
）
と
な
り

ま
し
た
。
事
業
管
理
費
は
一
五
、
六
〇
一
万
円
（
前
年
対
比
１
１
９
％
）
事
業
利
益
は

二
、
九
〇
二
万
円
、
事
業
外
損
益
一
七
七
万
円
を
加
え
た
経
常
利
益
は
三
、
〇
七
九
万

円
、
特
別
損
益
の
一
一
六
万
円
を
加
え
た
税
引
前
当
期
利
益
は
三
、
一
九
六
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
た
い
へ
ん
良
い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
役
職
員
の
が

ん
ば
り
の
成
果
で
あ
る
と
と
も
に
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

達
成
で
き
て
い
な
い
課
題
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
解
決
に
向
け
て
更
な
る
取
組
み
を
進

め
健
全
経
営
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
、

組
合
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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令
和
７
年
度
事
業
計
画

組合員の除名について総
代
会
に
お
い
て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た

多
雪
の
影
響
が
続
く
中
で
令
和
７
年
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
当
組
合
も
主
伐
再
造
林
を
少
し
ず
つ
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
カ
ラ
マ
ツ
主
体
で
ス
ギ
は
ト
ビ
グ
サ

レ
被
害
に
よ
り
販
売
価
格
が
安
い
た
め
に
苦
慮
す
る
状

況
で
す
。
広
葉
樹
は
需
要
が
多
く
主
伐（
更
新
伐
）を
進

め
て
い
ま
す
。
良
材
は
家
具
等
に
、
そ
れ
以
外
も
薪
材
等

に
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。
７
年
度
に
お
い
て
も
、

カ
ラ
マ
ツ
林
の
主
伐
再
造
林
と
広
葉
樹
林
の
更
新
伐
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

里
山
周
辺
で
は
、
鳥
獣
被
害
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
切
断
な

ど
地
域
住
民
の
生
活
に
支
障
を
及
ぼ
す
事
案
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
状
で
は
様
々
な
機
械
を
導

入
し
、
人
が
木
に
登
っ
て
作
業
を
行
う
な
ど
、
高
コ
ス
ト

で
危
険
な
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
改
善
の
た
め
適

切
な
機
械
・
機
材
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
一
市
町

村
に
限
ら
ず
広
域
の
課
題
で
あ
る
こ
と
、
機
械
・
機
材
が

高
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
各
市
町
村
と
連
携
し
て
の
導
入

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

木
材
生
産
に
お
い
て
は
、
間
伐
が
主
体
と
な
り
ま
す

が
主
伐
材
も
含
め
、
地
域
の
製
材
工
場
、
系
統
を
通
じ
た

大
規
模
需
要
者
へ
の
販
売
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
な
ど

様
々
な
需
要
先
へ
の

有
利
販
売
を
進
め
、組

合
員
へ
よ
り
多
く
の

還
元
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
実
施
に
よ

り
令
和
７
年
度
は

・
収
益

五
三
、
五
〇
七
万
円

・
費
用

三
七
、
〇
三
二
万
円

・
事
業
管
理
費

一
六
、
一
九
〇
万
円

・
税
引
前
当
期
利
益

三
三
五
万
円

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

第
10
号
議
案
で
右
表
の
10
名
に
つ
い
て
除
名
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
出
資
金

の
返
還
に
つ
い
て
は
、
未
納
賦
課
金
と
の
相
殺
を
優
先

い
た
し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
で
相
殺
後
残
金
を
請
求

さ
れ
る
方
は
、総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
林
産
事
業
素
材
出
材
者 

第
一
位

団
体
の
部　

夜
間
瀬
本
郷
区 

様 

出
材
量
１
０
７
４
㎥

個
人
の
部　

月
岡 

雄
樹 

様  

出
材
量　

８
４
４
㎥

永
年
勤
続
表
彰

業
務
課
計
画
係
長 　

河
野 

透　

 

勤
続
20
年（
全
森
）

業
務
課
主
任　
　
　

 

長
澤 

正
也 

勤
続
20
年（
全
森
）

林
産
班　
　
　
　
　

 

畔
上 

岳
雄 

勤
続
10
年（
全
森
）

造
林
班　
　
　
　
　

 

山
﨑 

勇
人 

勤
続
10
年（
全
森
）

利
用
事
業
課
長
代
理 

高
橋 

優　

 

勤
続
30
年（
県
森
）

林
産
班　
　
　
　
　

 

定
塚 

康
央 

勤
続
10
年（
県
森
）
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令和７年度　山林の境界明確化事業計画

当
組
合
の
重
点
事
業
の

ひ
と
つ
で
あ
る
山
林
の
境

界
明
確
化
事
業
を
今
年
度

は
、
上
表
の
と
お
り
計
画

い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
該
当
所
有
者
の

み
な
さ
ま
に
は
ご
多
忙
の

と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、
境

界
明
確
化
事
業
に
是
非
と

も
ご
参
加
い
た
だ
き
森
林

境
界
の
保
全
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

計
画
地
に
お
い
て
は
、

組
合
職
員
に
よ
る
事
前
調

査
の
た
め
山
林
内
に
ピ
ン

ク
テ
ー
プ
を
巻
い
て
あ
り

ま
す
。
こ
の
テ
ー
プ
は
、
山

林
境
界
を
見
え
る
化
す
る

と
と
も
に
、
境
界
立
会
時

の
案
内
に
重
要
な
情
報
と

な
り
ま
す
。
ご
覧
に
な
り

ま
し
た
ら
そ
の
ま
ま
保
存

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

森
林
の
境
界
に
関
し
て
は
、
近
年
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
、
山
林
の
利
用

価
値
の
低
下
（
焚
き
物
、
炭
）
等
に
よ
り
山
林
に
足
を
運
ぶ
機
会
が
減
少
し
、

森
林
境
界
に
詳
し
い
所
有
者
も
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
べ
く
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
管
内
全

市
町
村
で
毎
年
山
林
境
界
明
確
化
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
末

時
点
で
管
内
の
明
確
化
実
績
が
七
、
八
〇
〇
ha
を
越
え
ま
し
た
。
現
在
は
各

市
町
村
か
ら
補
助
を
う
け
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
所
有

者
の
費
用
負
担
な
し
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

境
界
立
会
日
ま
で
に
職
員
が
境
界
と
思
し
き
箇
所
に
目
印
を
付
け
て
立
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
事
情
で
山
に
足
を
運
べ
な
い
所
有
者
か
ら
委

任
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
世
代
交
代
で
所
有
山
林
が
わ
か
ら
な
い
方

を
案
内
で
き
る
よ
う
日
々
調
査
し
て
お
り
ま
す
。

境
界
明
確
化
事
業
で
得
ら
れ

た
山
林
境
界
情
報
は
、
当
組
合

の
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
で
管
理

さ
れ
、
森
林
整
備
事
業
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は

業
務
課
　
計
画
係
ま
で

お
気
軽
に

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

北
信
州
森
林
組
合
の
境
界
明
確
化
事
業
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カラマツ立木　買取中

新
入
職
員
の
自
己
紹
介
で
す

重
機
の
特
定
自
主
検
査
員
（
見
習
い
）
と
し
て
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
篠
塚
大

志
で
す
。
以
前
も
整
備
士
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
重
機
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
世

界
は
初
め
て
で
見
る
こ
と
や
る
こ
と
、
森
の
中
で
の
仕
事
な
ど
、
全
て
新
鮮
で
す
。

現
在
は
先
輩
の
下
で
た
く
さ
ん
の
事
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
重
機
に
つ
い
て

勉
強
し
て
お
り
ま
す
。
２
年
後
の
検
査
員
資

格
の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

重
機
の
整
備
は
林
業
を
後
方
か
ら
支
え
る

役
割
で
す
。
組
合
の
重
機
は
林
業
系
か
ら
除

雪
機
械
ま
で
幅
広
く
、台
数
も
多
い
で
す
が
、

現
場
の
人
が
困
ら
な
い
よ
う
不
具
合
に
も
対

応
で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

当
組
合
で
は
、
カ
ラ
マ
ツ
立
木

の
買
取
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
カ
ラ
マ
ツ
は
ス
ギ
よ
り
高

価
に
取
引
さ
れ
、
林
分
の
状
況
に

よ
り
ま
す
が
、
令
和
６
年
度
実
績

で
は
ha
あ
た
り
約
八
〇
万
円
で

森
林
所
有
者
よ
り
購
入
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
お
墓
、
建
物
な
ど
に
対

す
る
支
障
木
伐
採
の
場
合
で
も
、

立
木
を
当
組
合
が
購
入
す
る
な

ら
ば
、
通
常
よ
り
低
価
格
で
伐
採

が
可
能
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
、
北
信
州

森
林
組
合
の
造
林
班
に
加
わ
り
ま
し
た

鈴
木
晴
也
と
申
し
ま
す
。
森
林
の
整
備

や
管
理
作
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
自
然

環
境
を
守
る
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
に
大

き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

未
経
験
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
日
一
日

学
び
な
が
ら
、
み
な
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
安
全
第
一

を
心
が
け
、
丁
寧
な
作
業
を
徹
底
し
、
森
林
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ま
や
関
係
者
の
方
々
と
協
力
し
な
が

ら
、
よ
り
良
い
森
林
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
何
事
も
真
剣
に
取
り
組
み
、
早

く
仕
事
に
慣
れ
て
、
み
な
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①　ご相談
まずはお気軽にご相談ください。

②　現地確認
林道の状況、周囲の状況、地形などを調査します。

③　お見積り
現状の市場取引価格から伐採にかかる費用を
差し引いてお見積りいたします。

④　ご契約・お支払い

鈴木 晴也さん

篠塚 大志さん
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10月から2025国勢調査が始まります
昨
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
が
住
民
税
に
千
円
上
乗
せ
さ
れ
て
国
税
と
し
て
課
税

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
が
集
め
た
森
林
環
境
税
は
、
各
市
町
村
に
森
林
環
境
譲
与
税

と
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。
そ
の
配
分
基
準
は
令
和
６
年
度
か
ら
若
干
変
更
さ
れ
ま

し
た
が
、
私
有
林
人
工
林
面
積
で
55
％
、
人
口
で
25
％
、
林
業
就
業
者
で
20
％
の

割
合
で
配
分
さ
れ
ま
す
。
こ
の
中
の
林
業
就
業
者
数
は
、
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る

「
国
勢
調
査
」の
調
査
結
果
に
よ
り
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。今
年
が
そ
の
年
に
あ
た
り
、

10
月
か
ら
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。

管
内
市
町
村
で
は
、町
村
部
に
林
業
就
業
者
が
少
な
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

山
村
地
域
が
多
い
中
で
、
た
い
へ
ん
不
思
議
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
９
月
末
ま
で
に
一

週
間
以
上
林
業
に
従
事
し
た
人
を
林
業

就
業
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
所
有

者
で
あ
れ
ば
、
所
有
山
林
の
管
理
や
、
キ

ノ
コ
を
除
く
山
菜
等
採
取
も
含
ま
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
調
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

パ
リ
協
定
の
枠
組
み
の
下
に
お
け
る
わ
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標

の
達
成
や
災
害
防
止
を
図
る
た
め
森
林
整
備
等
に
必
要
な
地
方
財
源
を
安
定
的
に

確
保
す
る
観
点
か
ら
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
環
境
税
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
国
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
に
対
し
て
課

税
さ
れ
る
国
税
で
あ
り
、
市
区
町
村
に
お
い
て
、
個
人
住
民
税
均
等
割
と
併
せ
て

１
人
年
額
千
円
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
税
収
は
、
全
額
が
森
林
環
境
譲
与

税
と
し
て
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
客
観
的
な
基
準
の
配
分
率
で
譲
与
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
森
林
整
備
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
元
年
度

か
ら
譲
与
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
ま
で
の
譲
与
税
財
源
は
交
付

税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特
別
会
計
に
お
け
る
借
入
金
が
充
て
ら
れ
、
借
入
金
の
償

還
は
後
年
度
の
森
林
環
境
税
の
税
収
を
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
２
年
度
よ
り
、
災
害
防
止
・
国
土
保
全
機
能
強
化
等
の
観
点
か
ら
、
森
林
整
備

を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
公
庫
債
権
金
利
変
動
準
備

金
を
活
用
し
、
交
付
税
特
別
会
計
に
お
け
る
譲
与
税
財
源
の
借
入
れ
を
行
わ
な
い

こ
と
と
し
た
上
で
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
額
を
前
倒
し
で
増
額
さ
れ
て
譲
与

さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る
事
業
を
幅
広
く
弾
力
的
に
実
施
す

る
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
町
村
に
お
い
て
は
、
間
伐
等
の

「
森
林
の
整
備
に
関
す
る
施
策
」
と
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の

促
進
や
普
及
啓
発
等
の
「
森
林
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
施
策
」
に
、
ま
た
都
道

府
県
に
お
い
て
は
「
森
林
整
備
を
実
施
す
る
市
町
村
の
支
援
等
に
関
す
る
費
用
」

に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
都
道
府
県
・
市
町
村
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
そ
の
使
い
道
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
長

野
県
及
び
各
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
そ
の
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

森
林
環
境
税
と
森
林
環
境
譲
与
税

調
査
結
果
が
森
林
環
境
譲
与
税
の
市
町
村
配
分
に
影
響
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 本　　　所
 〒383-0061 中野市大字壁田938番地1
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 利用事業課
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編集後記
この春の人事異動に伴い、新体制で組合報の編集・発

行を行うこととなりました。不慣れなため至らぬ点も

あるかと思いますが、これまで以上に組合員のみなさ

まに有益な情報をご提供できるよう努めて参ります。

昨
今
頻
発
し
て
い
る
熊
に
よ
る
被
害
防
止

の
た
め
、
柿
の
木
や
栗
の
木
の
伐
採
を
希
望
さ

れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
一
軒
だ
け
で
処

理
を
し
て
も
周
り
に
残
っ
て
い
れ
ば
誘
引
要

素
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

地
域
全
体
で
伐
採
を
す
る
こ
と
で
効
果
が

上
が
り
、
ま
と
め
て
作
業
を
す
る
こ
と
で
費
用

を
低
減
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
近
所
お

誘
い
あ
わ
せ
で
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

な
お
、
飯
山
市
で
は
「
飯
山
市
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
誘
引
防
止
対
策
支
援
金
」
制
度
が
あ
り
、
経

費
の
２
分
の
１
以
内
、
限
度
額
１
本
に
つ
き
３

万
円
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

利
用
事
業
課

　
　
☎
０
２
６
９（
６
２
）８
１
１
１

地域でまとめて柿の木整理

人
事
異
動

３
月
31
日
付
退
職

参
事
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
忠

会
計
主
任

　
兼 

総
務
課
会
計
係
長 

丸
山
　
久
美
子

利
用
事
業
課
第
２
課
長
　
高
橋
　
優

利
用
事
業
班
　
班
長
　
　
望
月
　
芳
文

安
全
指
導
員

　
（
特
定
自
主
検
査
事
業
内
検
査
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
貴

４
月
１
日
付
異
動

総
務
課
　
課
長
　
　
　
　
南
都
　
寛

業
務
課
　
課
長
　
　
　
　
尾
淵
　
義
輝

総
務
課
総
務
係
長

　
兼 

衛
生
管
理
者 

　
　
中
沢
　
千
恵
子

総
務
課
会
計
係
長
　
　
　
荒
井
　
和
恵

業
務
課
事
業
第
１
係
長

　
兼 

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
推
進
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
　
尚
士

業
務
課
事
業
第
２
係
長

　
兼 

販
路
開
拓
担
当
　 

関
　
真
一

業
務
課
計
画
係
長

　
兼 

林
地
台
帳
整
備
事
業
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
透

総
務
課
　
主
任
　
　
　
　
山
口
　
小
百
合

４
月
１
日
付
再
雇
用

参
事
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
忠

利
用
事
業
課
課
長
代
理
　
丸
山
　
久
美
子

利
用
事
業
課
課
長
代
理
　
高
橋
　
優

利
用
事
業
班
　
班
長
　
　
望
月
　
芳
文

安
全
指
導
員

　
（
特
定
自
主
検
査
事
業
内
検
査
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
貴

４
月
１
日
付
新
規
採
用

特
定
自
主
検
査
事
業
内
検
査
者
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
塚
　
大
志

造
林
班
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
晴
也

４
月
30
日
付
退
職

林
産
班
　
　
　
　
　
　
　
木
下
　
大
和

林
産
班
　
　
　
　
　
　
　
湯
本
　
雄
也

職
員
の
労
務
改
善
の
た
め
、
お
昼
の
休
憩
時

間
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
来
所
、

電
話
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
営
業
時
間
内

に
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
定
休
日
、
営
業
時
間
は
次
の
通
り
で

す
。
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
定
休
日
】　 

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
他

【
営
業
時
間
】 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
＊
休
憩
時
間
＊
　
12
時
15
分
～
13
時

休
憩
時
間
導
入
の
お
知
ら
せ


